




要約:発達過程や脳損傷後の中枢神経回路網の可塑性を神経組織学的,生理学的,行動学的

に理解することは心身障害児の療育指導を改善していく上で示唆と理論的根拠をうるため

に必要なことと思われる.本研究協力者はそうした観点から,脳の発達と可塑性に関する内

外の文献を渉猟し, レビューを行い,また, 自らも動物実験を行い,心身障害児の診断,治

療,  リハビリテーション,あるいは福祉に関する領域へ基礎医学の側から架橋をかけよう

とする.ここでは,脊髄損傷の神経修復に関して行ったレビューを要約して報告する.


